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そなた.の■曲を御所望|な―り.:いぎわれと共に参らせ給えJ上‐がり来た.‐

れり大広間tlやんことなき方々の御前にて語りたもう。

「祗園精舎の鐘の声●諸行無常の響きあり沙羅双樹の花の色、盛者必滅

の理をあらわす騎れる者久しからずただ春の夜の夢幻の如くなり』

芳二鼻する差琶あ1善は壇芝蒲にて滅びける平家の哀れ奈りなく弾き語

るこそ悲しけれ:それより三晩、芳―は裏の墓地にてただT人鬼火に

囲まれ・・・・ ■ろうろうと響きわたれリー曲は安徳天皇の廟の御前

にぞおわしける。|     ‐          ‐
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日舞『 太田道灌』 藤簡 素風

(琵琶のおはなし) 10分

さし原作 成作者銘々伝 より

脚色 口演出 藤谷清六 25分

私と清水えみこさんとの出会いは、ハロー

山梨演劇塾公演『純愛幼稚園』で役者とし

て共演した時です。その後、『春琴抄逆張り』

『源蔵の恋』では琵琶の生演奏をして頂き

ました
`清

水えみこさんの琵琶の音色はい

つもお芝居を二層引き立たたせて下さいま

す。そしてJЬ岳院‐チヤリテイ∵公演では『若

きリチャ■|ド ギア』『蝉時しぐれ小吉の涸』

f師 |■の幽雲』||の 3作品を本堂にてュ演さ

せて1頂きました。1今回は清水さんのリクエ

ストによリー・「蝉1時 しぐれ小吉の泊』を琵琶

の1生演奏に合|わせて1再演することになりま

した:どうぞお1楽 しみ下さい:‐  |‐ ‐
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伊藤 二美

休憩 10分

頃は弥生の末つ方、霞棚引く武蔵野に、鷹狩りせんと道灌はいななく駒

に鞍置かせ狩野にこそは出でにけれ、立つ木も見えぬ原中を獲物を求め

て行く程に、いつしか変わる空模様、黒雲次第に広がりて、たちまち降

り来るにわか雨。かすかに見ゆる賤が家の軒をば借らんと近づきて、家

戸打ちたたき乞いけるに、乙女は蓑を差し出さず、露もしたたる山吹を

捧げつつ「七重八重 ‐花は咲けども山吹の 蓑一つだに無きぞ悲しき

無きぞ悲しき」いとも恥ろうその様に歌の心を解しえぬ武勇に猛けき道

灌は深く我が身を顧みて詩歌を学び後の世に薫るほまれを残しける。 |

藤間新流は、明治の元勲高橋是清の孫で六

代目藤間勘十郎師に師事して女流舞踊家と

して活躍した藤間観素蛾師が昭和 33年に

創流した流派です。奈藤羅の会は、家元直

門である会主藤間繁素蛾師が鰍沢のお稽古

場を中心に主に峡南地域で活動をしており

ます。今回、清水えみこさんとの交流の御

縁から出演させて頂くことになりました。

師の振付け指導のもと、清水さんのオリジ

ナル由にあわせ、踊らせて頂きます。清水

さんの琵琶の演奏に込めた思いを皆様に届

ける■助となれれば幸いです。

藤問 素風

『 壇の浦』 25`か

元麿 2年 3月 24日の卵の刻に源平両軍船出して、壇の浦にて矢あわせ

とぞ定めける。兵船諸共三千余艘、平家の軍を固まんとあせり競いて突

き進む、この一団ぞ義経の摩下なりと知られける。平家の先陣は九国―

の強の者、山鹿の兵藤次秀遠の精兵五百余艘、二陣は松浦堂三百余艘腟、

平家の公達三百余艘で、三陣に続きたり。             |
速潮に乗る源氏の軍船、またたくうちに平家方の真只中を突き破れば:

敵も味方も入り乱れ、さしも瀬戸も船におおわれ落葉浮ぶる川波の網代

に寄する如くなり。       一   |
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琵琶の音色に魅せられて

一人芝居『 蝉しぐれ小吉の渭』
|‐ ■‐ 丼上ひ

出演 伊藤 二美
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十有余年前、南アルプス市の桃岳院というお寺で、風流な演奏会があると聞き尋ねてみましたよ1心地よい時の過ぎ行く中、和月風姿の蒲洒な出で立ちで

毅然と厳かに琵琶|を奏でる若い女性に出会ったのです。この山梨で、この至近距離でヽ .生 |の1毒‐琶|を1聴く―1事が1出 来るな―ど思いもよ|らぬ.こ と,■ |‐
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ひとしおでした。これがこの|お寺の大黒さん、清水えみこ.さ んと|の選逓でした。その後t~JL岳‐院の1演奏会|は 1皆勤賞:1日 1下1清水えみとさん|は方丈さん||
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‐
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